
10時からおどりを開始します。
一部区間において観覧でき
ない場所がありますので、
コースの詳細や出演者の情
報は徳島県ホームページか
らご確認ください。
※「東京ディズニーリゾート®
スペシャルパレード」は、観
覧エリア内のどこからでも観
覧できます。

標識や交通誘導員の指示に従って迂回をお願いします。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いい
たします。

「ダッフィーバス」展示
12月1日（日） 10：00～16：00予定

 ［問］県観光政策課 ☎088-621-2338 F088-621-2851

 「東京ディズニーリゾート®スペシャルパレード」
 12月1日（日） 昼12：00頃 スタート予定
［花畑踏切歩道橋周辺～吉野橋東詰交差点周辺］

令和6年11月号  No.445  発行：徳島県生活環境部県民ふれあい課 〒770-8570 徳島市万代町1丁目1番地 
TEL088-621-2095  FAX088-621-2862  E-mail our-toku@mail.pref.tokushima.lg.jp   
人口 685,357人  男 327,847人  女 357,510人  世帯数 309,885世帯  ［2024年10月1日現在］



  

「阿波ふうどスペシャリスト」アワード2024
12/13まで、徳島の食の魅力を発信していただけ
る方やお店の功績を称える「阿波ふうどスペシャリ
スト」アワード2024のWEB投票を開催します。投票
いただいた方から抽選で5名様に
県産品をプレゼントします。二次元
コードからぜひご参加ください。

●県内看護師等学校養成所
●県立総合看護学校
●鳴門病院附属看護専門学校
●三好市医師会准看護学院
●南海病院付属准看護学院 など

［問］県医療政策課
☎088-621-2195 F088-621-2898

入学者募集！ 
あなたも徳島県で

「看護職」を目指しませんか？
●進学を希望される方は、各看護師等学
校養成所の募集要項をご確認ください！
●各施設の情報や、修学資金制度に関す
る事は「医療とくしま」HPに掲載していま
す。また、看護の魅力を感じていただける
よう、先輩看護師からのメッセージも紹
介していますので、この機会に是非ご覧
ください。

● 作り方
①ブロッコリーは小房に分けて茹で、じゃがい

もは、茹でて一口大に切る。
②小さめのフライパンに、刻んだにんにくとオ

リーブオイルを入れ、弱火にかける。にんに
くの香りが出てきたら、①と赤唐辛子、アン
チョビを入れてサッと煮る。

● 材 料［2人前］
●ブロッコリー 1/3株 ●じゃがいも1個
●にんにく １片 ●オリーブオイル 60ml 
●赤唐辛子 1本 ●アンチョビ 4枚程度

　僕の住む羽ノ浦町には阿千田峠があり
ます。阿南市羽ノ浦町から小松島市立江町
をつなぐ旧土佐街道の一部で、遍路道でも
あり、今もなお現存し地域の人に親しまれ
ています。
　阿千田峠は、弘法大師や源義経のゆか

お知らせふるさと発見！ あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する「あわっ子文化大使」のリポートです。

●レシピ提供 
県とくしまブランド推進課

ブロッコリーのアヒージョ

過去と未来をつなぐ阿
あ　せ　ん　だ

千田峠
とうげ

●あわっ子文化大使リポーター　　
徳島県立富岡東中学校 2年  吉

よしもと
本 央

おうすけ
輔 さん

りの地となっています。立江から登ると麓
には弘法大師が野天風呂を建てたとされ
ている「据風呂谷（すえぶろだに）遺跡」が
残っています。また、平安時代末期に源義
経軍が屋島を攻めるときに通ったとされる
道でもあるそうです。

　このような歴史を感じられる道でありま
すが、太平洋戦争後は草木が生い茂り、ま

ともに歩けない状態となっていました。そ
んな中、2012年に地元の方々の手によって

「あせんだ峠の会」が結成されました。主
な活動として道の掃除や歴史紹介、休憩
場の設置、ウォーキングコースの整備など
を行っているそうです。こうした活動によっ
て、各季節に感じられる豊かな自然を楽し
みに訪れる人も増加したようです。
　四季折々の豊かな自然を感じられるこの
阿千田峠にぜひ足を運んでみてください。
●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
県義務教育課 ☎088-621-3054 F088-621-2882

レシピは
こちら

詳しくは
こちら

（あせんだ峠の会 提供）

詳しくは
こちら

ラ
ク
タ
ー
の
パ
レ
ー
ド
が
徳
島

の
中
心
部
で
行
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
す
で
に
多
く
の
方
々

か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、

ぜ
ひ
夢
の
あ
る
パ
レ
ー
ド
を
見

て
ほ
し
い
で
す
し
、
徳
島
を
離

れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も「
徳
島
っ

て
最
近
、
盛
り
上
が
っ
て
い
る

な
」
と
感
じ
て
い
た
だ
き
、
ふ

る
さ
と
に
帰
省
し
た
り
、
再
度
、

徳
島
へ
の
移
住
を
考
え
る
よ
う

な
き
っ
か
け
に
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
11
月
16
日
に
は
、
徳

島
と
香
港
を
結
ぶ
通
年
の
国
際

定
期
便
の
運
航
が
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
す
。
知
事
就
任
以
来
、

公
約
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
「
徳
島
の
国
際
化
」
の

第
一
歩
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
今
、
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
数
）
は
年
間

３
０
０
０
万
人
を
超
え
、
過
去

最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
北
海
道
や
沖
縄
、
東
京
、

京
都
、
奈
良
な
ど
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ル
ー
ト
を
訪
れ
る
外
国
人
の

方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最

近
で
は
「
地
方
に
も
行
っ
て
み

た
い
」
と
い
う
ヘ
ビ
ー
層
も
増

え
て
い
ま
す
。
今
回
の
国
際
定

期
便
の
就
航
に
よ
っ
て
、
徳
島

も
、
そ
の
選
択
肢
の
一
つ
に
加

わ
る
は
ず
で
す
。

　
現
在
、
日
本
人
の
パ
ス
ポ
ー

ト
の
保
有
率
は
17
％
を
切
っ
て

い
ま
す
。
韓
国
は
６
割
の
人
が

パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
の

と
比
べ
て
も
低
い
数
字
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
と
い
う
言
い
訳

は
、
も
う
通
用
し
ま
せ
ん
。
円

安
の
影
響
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
国
民
が
外
の
世
界
を
知
ら

な
い
と
弱
い
国
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
徳

島
と
世
界
が
直
接
つ
な
が
る
国

際
定
期
便
の
存
在
は
と
て
も
大

き
い
で
す
。

　
ま
た
、
国
際
定
期
便
が
就
航

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
進
出

　
わ
が
県
が
誇
る
阿
波
お
ど
り

を
、
年
間
を
通
し
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
県

で
は
「
秋
の
阿
波
お
ど
り
」
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

県
都
の
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創

出
や
、新
た
な
阿
波
お
ど
り
フ
ァ

ン
を
獲
得
す
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
12
月
１
日
に
「
徳
島
お

ど
り
フ
ェ
ス
タ
」
を
徳
島
駅
周

辺
で
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
趣
向
を
変
え
た
阿
波

お
ど
り
や
伝
統
芸
能
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
全
国
の
阿
波
お
ど

り
連
が
徳
島
に
集
う
機
会
を
創

出
す
る
こ
と
で
、
包
摂
的
な
求

心
力
が
徳
島
に
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
大
き
な
目
玉
と
な

る
の
が
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ

ゾ
ー
ト
Ⓡ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー

ド
」
で
す
。
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

を
は
じ
め
と
す
る
大
人
気
キ
ャ

グレーターベイエアラインのリザ・ンCEＯと共同宣言締結

　

現
在
、
徳
島
県
の
人
口
は

70
万
人
を
割
り
、
四
半
世
紀
後

に
は
48
万
人
に
ま
で
減
少
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
や
少
子
化
に
伴
い
、
企
業
の

人
材
確
保
に
つ
い
て
も
大
変
な

有
事
が
予
想
さ
れ
る
中
、
最
低

賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
県

民
一
人
ひ
と
り
の
所
得
を
伸
ば

し
、
未
来
を
担
う
労
働
力
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
年
11
月
１

日
に
徳
島
県
の
最
低
賃
金
が
時

給
９
８
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
引
き
上
げ
額
84
円
は

全
国
で
も
過
去
最
大
と
な
り
、

全
国
順
位
も
ワ
ー
ス
ト
２
位
か

ら
27
位
に
ま
で
上
昇
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
は
、
徳
島
の
魅
力
度
だ
け

で
な
く
、
県
民
の
安
心
度
を
高

め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
最
低
賃
金
の
決
定

や
修
学
旅
行
な
ど
、
香
港
に
も

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
あ
り
ま

す
し
、
徳
島
か
ら
海
外
に
向
か

う
機
会
も
広
が
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
東
京
や
大
阪
を
追
い
か
け

て
い
た
の
が
世
界
を
目
指
す
よ

う
に
な
り
、
国
際
的
な
感
覚
が

養
わ
れ
て
い
く
。
今
回
実
現
し

た
国
際
定
期
便
の
運
航
が
そ
の

大
き
な
原
動
力
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　
「
徳
島
の
国
際
化
」
を
目
指

し
た
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
成

果
が
タ
イ
と
の
産
業
連
携
で

す
。
タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
に
お

け
る
日
本
最
大
の
貿
易
国
で
も

あ
り
、
昨
年
か
ら
連
携
の
可
能

性
を
探
る
た
め
話
し
合
い
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
10
月
に
タ
イ
の
政
府
機

関
と
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
産
業
連
携
覚

書
）
を
締
結
し
、
徳
島
と
タ
イ

と
の
新
た
な
関
係
が
ス
タ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
タ
イ
を
中
心
と
す
る
東
南
ア

ジ
ア
の
人
口
は
約
5
億
人
と
な
っ

て
お
り
、
観
光
や
医
療
、
介
護
・

福
祉
を
は
じ
め
、
自
動
車
産
業

や
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
、
農
林
水
産

物
の
輸
出
な
ど
、
大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
ア
ジ
ア
有
数

の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ

る
プ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
約
40
万
人

の
人
口
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
、
世
界
中
か
ら
年
間
１
４
０
０

万
人
も
の
観
光
客
が
集
ま
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
食
へ
の
需
要

も
当
然
高
ま
り
ま
す
。
今
回
の

産
業
連
携
を
活
か
す
こ
と
で
、

そ
う
い
っ
た
食
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
徳
島
の

多
種
多
様
な
農
林
水
産
物
の
輸

出
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
技
術
を

活
か
し
た
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル

や
施
設
の
建
築
な
ど
、
徳
島
の

中
小
企
業
が
海
外
で
活
躍
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
徳
島
県
の
中
小
企
業
が
持
つ

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
伝
え
、
企

業
間
の
交
流
を
通
じ
て
人
材
を

育
成
し
、
タ
イ
か
ら
も
美
容
や

審
美
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
先

進
分
野
で
徳
島
に
進
出
し
て
い

た
だ
く
。
徳
島
の
中
小
企
業
が

世
界
と
交
わ
る
た
め
の
土
俵

は
、
す
で
に
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。徳
島
新
時
代
に
向
か
っ
て
、

こ
こ
か
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
。

徳島新時代、はじまる。─令和６年度半期を振り返って─ 徳島県知事 後藤田正純 

魅
力
度
と
安
心
度
を
高
め
る
大
き
な
一
歩
に

世
界
と
連
携
し「
徳
島
の
国
際
化
」を
加
速

に
つ
い
て
は
国
の
最
低

賃
金
審
議
会
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
引
き
上
げ

で
は
、
そ
の
決
定
に
対

し
て
県
が
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
「
徳
島
モ

デ
ル
」
を
確
立
し
ま
し

た
。
地
元
の
経
済
や
雇

用
、
教
育
な
ど
に
地
方

行
政
が
責
任
を
持
っ
て

関
わ
っ
て
い
く
こ
と

で
、
徳
島
の
新
時
代
を

拓
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
に
あ
た
っ
て
は
、
多

く
の
方
の
も
と
に
足
を
運
び
、

県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
声
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
「
人
材
確
保
の
た
め
に
も

賃
金
の
引
き
上
げ
は
大
事
だ
」

と
話
す
経
営
者
、「
給
料
が
上

が
れ
ば
嬉
し
い
」
と
い
う
学
生

や
外
国
人
労
働
者
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　
全
国
で
外
国
人
技
能
実
習
生

の
受
け
入
れ
が
増
え
て
い
ま
す

が
、そ
の
方
々

の
給
与
は
最

低
賃
金
に
連

動
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に

障
が
い
者
の

方
々
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
働

く
方
の
給
料

も
最
低
賃
金

に
連
動
し
て

お
り
、
徳
島
は
賃
金
の
高
い
都

市
部
と
の
人
材
確
保
競
争
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
県

内
で
も
、
最
低
賃
金
を
大
き
く

上
回
る
給
与
を
支
払
っ
て
い
る

中
小
企
業
や
零
細
企
業
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
事

業
者
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
、

事
業
者
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ

て
他
県
と
の
競
争
に
立
ち
向

か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
県
で
は
今
回
の
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
を
受
け
、
11

億
円
の
補
正
予
算
が
去
る
９
月

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
時

給
を
引
き
上
げ
た
中
小
企
業
な

ど
に
一
時
金
を
支
給
す
る
独
自

の
支
援
策
を
実
施
す
る
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
相
談
を
受

け
付
け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
今
後
も
段
階
的
に
賃
上
げ
を

図
り
な
が
ら
、
新
た
な
時
代
を

切
り
拓
く
強
い
企
業
を
増
や

し
、
地
方
か
ら
日
本
全
体
の
足

腰
を
強
く
し
て
い
き
ま
す
。

タイ投資委員会とMOU締結 タイ工業省産業振興局とMOU締結

徳島労働局長へ最低賃金引き上げの要請を行いました

 「
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徳島阿波おどり空港発着
 ［定期便］

徳島から乗り継ぎなしで香港へ!

▪徳島香港直行便
11/16（土）より就航
週3便 ［月・水・土曜日］
徳島 16：20発 ➡ 香港 20：05着
香港 10：50発 ➡ 徳島 15：20着

●紙面に関するお問い合わせ先  
県知事戦略公室  ☎088-621-2015 F088-621-2820

▪賃上げ応援サポート事業 
●国の業務改善助成金を受給した事業者に対し、

助成率に応じて、助成金を上乗せして補助します。

▪キャリアアップ助成金 
●有期雇用労働者、短期間労働者、派遣労働者と

いった、いわゆる非正規雇用労働者の正社員化、処遇改
善の取組を実施した事業主に対して助成する制度です。

   賃上げに対する支援
▪賃上げ応援! 生産性向上投資促進
　事業費補助金  〈申請受付締切  R7.1.17〉

●厳しい経営環境を克服し、DXによるビジネスモデルの変
革を促進するため、生産工程やサービス提供方法の改善
に必要な設備・システム投資に要する経費の一部を補助
します。

●賃上げを行う場合、補助率を1/2から2/3に引き上げます。

▪IT導入補助金 
●生産性の向上に資するITツール（ソフトウェア、

サービス）の導入費用を支援します。

   生産性向上の支援

▪中小企業省力化投資補助事業 
●補助対象製品のリスト（カタログ）に登録された

製品から選んだ省力化のための設備投資を支援します。

▪業務改善助成金  
●事業場内で最も低い賃金を引上げ、設備投資を　
　行った事業者等に、その費用の一部を助成します。

全国の最低賃金
単位は円

▪賃上げ支援事業   〈12月 受付開始〉

●令和6年4月以降、時間給「930円未満」の従業員の
賃金を「980円以上」に引き上げた場合、最低賃金改定の
激変緩和措置として、事業者に対し、一時金を助成します。



このコーナーでは、随時他府県との記事交換を
行っています。今回は高知県からのお便りです。プロスポーツを応援しよう とくしま特選ブランド

クイズ&プレゼント

●応募締切  11月27日水必着
令和6年4月1日月 ▶ 令和10年3月31日金

答え、住所、氏名、年齢、感想、取り上げて欲しいテーマなどを
記入の上、はがき、Eメール（宛先は表紙上部に記載）、または
県公式LINEのメニューからご応募ください。
※ご希望の商品番号（❶or❷）を明記してください。
10月号の正解は「徳島」でした。

●プレゼント

❶
多田錦の果汁

［提供］
中川農園

❷
2025年版
徳島県民手帳

［提供・問］県統計課 
☎088-621-2134

応募は
こちら

●地元の材料を使って、簡単にできるので、作るのが楽しみです。（50代） ●スポーツに縁遠い自分だったが、選手がこうも並んで活き活きされている姿や
コメントは力強く、見てみたくなりました！（30代） ●徳島県出身の方も多方面でたくさん活躍されているんだと知ることが出来ました。（60代）

点字版広報紙や声の広報をご希望の方は、
視聴覚障がい者支援センターへ
☎088-631-1400 F088-631-1500

Q 11月は「○○○まんなか月間」。徳島県では切れ目
のない子育て支援の実現を目指しています。
○○○に入る文字は何でしょうか。

豊かな自然、食、歴史・文化がいっぱい詰まった様々な
高知の魅力をどっぷりと楽しめる過こし方を提案!

［問］どっぷり高知旅キャンペーン推進委員会
☎088-823-9606

詳しくは
こちら

駐車場には限りがありますので、公共交通機関（JR・路線バス等）、
自転車、徒歩でのご来場にご協力ください。

試合日程

試合日程

●徳島ガンバロウズ

●徳島インディゴソックス

●徳島ヴォルティス

試合日程

抽選で
５名様

抽選で
10名様

どっぷり高知旅 検索  

妊娠・出産 乳幼児期・就学前 学齢期年代～

●不妊治療費用の助成

●出産・子育て応援交付金
　（伴走型相談支援と10万円相当の
　 経済的支援）

●育児相談や親子交流の場
　（地域子育て支援拠点）

●居宅訪問などによる産後ケア

●妊孕性検査費用の助成
にんよう

「妊娠する力」
を知る検査

子育て家庭を
地域でサポート！

●児童手当の拡充（R6.10～） 18歳年度末まで延長
第3子支給額増額など

●ファミリー・サポートセンター

●病児・病後児の保育、
　保育所等での一時預かり

●こどもの医療費助成 18歳年度末まで
入院医療費無償化

出産後の
心身をケア

●詳しい内容はこちら！●

11月は「徳島県人権教育啓発推進月間」です。
一人ひとりの人権が尊重される社会づくりに向け、県では、「徳島県人権教育・啓発に関する基本計画」に基づき様々な施策を実施しています。
平成19年度から「11月」を「徳島県人権教育啓発推進月間」とし、「人権デー」である12月10日までの間に、国、県内市町村、関係団体等と連携し、
人権教育啓発事業を集中的に実施することにより、県民の人権意識の高揚に努めています。

●と　き／11月24日（日）10：00～16：00
●ところ／県立二十一世紀館（徳島県文化の森公園内）

●内　容／講演会  講師：川村エミコ 氏（お笑いコンビたんぽぽ）
　　　　　 演題：『いじめから好きな事を見つける方法』 ※オンライン同時開催

［問］株式会社徳島新聞ネクスト内 「令和6年度とくしま共に生きるフェスタ事務局」
　　（9：30～17：00） 平日：☎088-655-7306  土日祝：☎080-2859-0904 

［問］県子育て応援課 ☎088-621-2178 F088-621-2843

［問］県男女参画・人権課  ☎088-621-2295 F088-621-2844

●第43回全国中学生人権作文コンテスト表彰式・朗読会（主催：徳島地方法務局）
●人権啓発映像コンテンツ優秀作品表彰式・発表会  
●阿波おどり（さくら連） ●阿波人形浄瑠璃芝居（県立城北高等学校民芸部）など

● 子育てのステージにあわせた、切れ目のない支援を行っています。

● 講演会申込方法  （講演会以外のイベントは予約不要です）

WEBサイトの申込フォーム、Ｅメール、ハガキ、ファクシミリのいずれかで、①氏名②電話
番号③メールアドレスをご記入の上、下記までお申し込みください。

●ファクシミリでの申込
 ＦＡＸ.088-623-1117

返信メールの送信または電話連絡をもって申込の完了とさせていただきます。 申込者多数の場合は先着順とさせていただきます。
ご記入いただきました個人情報については、本講演会・動画配信についてのお知らせ以外には一切使用いたしません。

ひとりで育児を抱え
込まず、周囲の人や
サービスを頼りながら、
楽しみを感じつつ行う
育児のことです。

切れ目のない子育て支援による「こどもまんなか社会」の実現

11月は「こどもまんなか月間」です。 月間中の県の取組
（イベント等）はこちら

●と　き／10月31日～3月1日の間
●ところ／県内24市町村および主要商業施設で開催
●内　容／人権に関するパネル展示

まちかど
パネル展

●相談体制も充実！

●出会い・結婚もサポート！

●ハガキでの申込  〒770-0853
徳島市中徳島町2丁目5-2 徳島新聞ネクスト内

「令和6年度とくしま共に生きるフェスタ事務局」宛

●Eメールでの申込  info1@tpnext.co.jp
上記アドレスを受信可能アドレスとしてご登録の上、
件名に必ず「イベントホール参加申込」とご記入ください。

●WEBサイトからの申込   公式サイトにアクセスしてTOPにある
申込ボタンをクリック。専用申込フォームに必要事項をご入力ください。
https://tokushima-tomoniikiru.com

詳しくは
こちら

～認めあい歩みだそう人権の明日～ 入場・視聴無料

県立城北高等学校民芸部川村エミコ 氏

●産前産後の
　母親相談

●親子のための
　LINE相談

●とくしま性と妊娠
　LINE相談

●不妊・不育
　相談窓口


